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Step-6 ロジスティック回帰
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ロジスティック回帰

• 教師あり学習の手法の一つ

• 初歩的な手法で，構造的にも非常にシンプル

• 確率的なアプローチが可能



ロジスティック回帰

• 線形識別モデルの一つ

• 「回帰」と名前にあるが，基本的には「分類」のためのモデル



ロジスティック回帰

• xを入力，pを確率，wをパラメータとすると，

𝑝 =
1

1 + 𝑒−(𝑤0+𝑤1𝑥1+⋯+𝑤𝑛𝑥𝑛)



ロジスティック回帰

• シグモイド関数

𝜎(𝜙) =
1

1 + 𝑒−𝜙



ロジスティック回帰

• モデルは，ニューラルネットワークの基礎となる
単純パーセプトロンと等価

• ロジスティック回帰
• 1958年 David Cox

• 単純パーセプトロン
• 1958年 Frank Rosenblatt
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